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調査箇所 

調査箇所

※『第1回鬼怒川堤防調査委員会資料』（関東地方整備局）より抜粋して加筆
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調査箇所
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調査箇所

鬼怒川

【川裏】噴砂① 噴砂② 噴砂③
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調査内容

日時：平成27年11月27日（金）

場所：鬼怒川左岸13.2k

 噴砂が発生した法尻近傍の地盤状況を把握

 噴砂（漏水）箇所⇒繰返し発生？緩みや空洞がある？

電気探査（比抵抗法）

表面波探査

地中レーダ探査
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噴砂箇所の直上部（堤体）にわずかな窪み？
⇒踏んだ感触もやや緩い？

現地状況

【川裏】噴砂① 噴砂② 噴砂③

窪み？

＞＞＞物理探査結果による確認

6



物理探査

牽引式電気探査 電極打設式電気探査 噴砂地点への注水状況

地中レーダ探査ランドストリーマー方式表面波探査

【測定緒元】
○牽引式電気探査
受信器4台
ダイポール長 2.5m ロープ長 1.25m・6.25m
ダイポール長 5.0m ロープ長 2.5m・12.5m
ダイポール長 10.0m ロープ長 5.0m
○表面波探査
受振器24ch 1m1ピッチ、起振2mピッチ
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物理探査（漏水区間の比抵抗及び表面波探査結果）
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物理探査（比抵抗及び表面波探査結果：浅部対象）
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物理探査（噴砂地点への注水による比抵抗変化）
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物理探査（地中レーダ探査結果）
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まとめ

 電気探査・表面波探査より、漏水区間の法尻近傍で表層1m
付近に緩い砂層を確認

 注水前後の比抵抗値の差分をとると深度1m周辺で浸透（緩
い砂層に浸透したと考えられる）

 漏水区間全体にわたって緩い砂層を確認できたものの、地中
レーダ探査等で局所的な緩みや空洞を把握するには至らな
かった
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今後の課題・提案

 噴砂箇所と近傍の漏水箇所（噴砂無し）では、堤内地盤高が
30～40cm異なる（噴砂有りの方が堤内地盤高が低い）

⇒堤内地盤高の差が、堤体内の浸透流がどう影響するか（噴
砂発生の有無に影響するか）

 発生メカニズムの推定や危険度の評価に向けて、データと知
見を集積することが重要
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